
Embedded  Software  /  Hardware  So lut ions

試作から量産ツールまで

emWin for RX
QEスタートアップ・設定ガイド

Using “QE for Display [RX]”
RX65N Envision 評価ボード用

更新日：2024年6月



2024年
6月

emWin
QE for Display [RX]”

スタートアップ・設定ガイド
“ を使用します P.2Copyright 2024 

EmbiTeK Co., Ltd. All rights reserved.

「emWin for RX」について

RXグループMCUに対応するSEGGER社製「emWin for RX」 GUIソフトウェアは、
RXマイコングループ（RXv1、RXv2、RXv3）システム環境で無償で商用利用し、開発することが可能です。
1999年から販売しており、emWinはワールドワイドで産業制御、スマートホーム・省エネ対応IoT機器、テレコム、自動
車産業、家電、医療器械等、航空電子機器様々なアプリケーションで使用されています。
emWin GUIはRXマイコンデバイスの内蔵RAMだけで使用出来ますので、外付けRAMが不要です。emWin GUIは使用中の
OS（RX用embOS、μITRON等）で対応可、OS無しも使用可能です。
ロイヤリティー費用、量産制限等は有りません。

「emWin for RX」導入方法

SEGGER社WebPageからダウンロードします
emWin for RX パッケージ（要ユーザー登録）

RX65N / RX72N Envision Kit用
emWinスタートアップガイド（PDF）

https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_RX65N_RX72N_Envision_Kit.zip

https://www.embitek.co.jp/technote/emwin/StartupGuide_emWin_EnvisionKit.pdf

“QE for Display [RX]”をインストールして
Smart ConfiguratorからemWin
プロジェクトを作成します。
この資料内で手順を解説します。
参考資料：RXファミリ QE for Display [RX] 
アプリケーションノート
rx-family-qe-display-rx-application-note

https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_RX65N_RX72N_Envision_Kit.zip
https://www.embitek.co.jp/technote/emwin/StartupGuide_emWin_EnvisionKit.pdf
https://www.embitek.co.jp/technote/emwin/StartupGuide_emWin_EnvisionKit.pdf
https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_RX65N_RX72N_Envision_Kit.zip
https://www.embitek.co.jp/technote/emwin/StartupGuide_emWin_EnvisionKit.pdf
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実行手順

事前準備

開発環境 e2Studio、
QE for Display [RX] を

インストールします

本セッションでは以下の開発環境を使用します。
• Host PC: Widows10 / Windows11
• 統合開発環境 e2 studio 2024-04
• ディスプレイ対応開発支援ツール パッケージ 

Renesas QE for Display[RX,RA] V3.2.0

1 2
BSPソースコード作成

QE for Display [RX] のSmart 
Configuratorを使用してemWin＋LCD表示
に必要なソースコード及びプロジェクトを
作成します。

作成内容：
• ビルド用プロジェクト
• 基本BSP（CPU、クロック、メモリ設定）
• LCD、DMA、タッチパネル操作に必要なドライ

バファイル
• emWinモジュール（ライブラリ＋共通ヘッダ）

画面表示の作成

3

【オプション１】
GUI描画ツールAppWizardから
画面をデザインしてemWinアプリ
ケーションコードを作成します。

【オプション2】
ユーザ指定のemWinアプリケー
ションソースを使用します。
※ AppWizardなしでウィジェット又は
GUI APIのemWinアプリケーションも使
用可能です。

------ 又は ------



2024年
6月

emWin
QE for Display [RX]”

スタートアップ・設定ガイド
“ を使用します P.4Copyright 2024 

EmbiTeK Co., Ltd. All rights reserved.

事前準備

開発環境 e2Studio、QE for Display [RX,RA] を
インストールします

本セッションでは以下の開発環境を使用します。
• Host PC: Widows10 / Windows11
• 統合開発環境 e2 studio 2024-04
• ディスプレイ対応開発支援ツール パッケージ QE for Display[RX,RA] V3.2.0

TASK-1
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以下のWebリンクから「統合開発環境e²studio 2024-04 インストーラ 」プログラムをダウンロードしてインストールします。

https://www.renesas.com/e2studio_download

https://www.renesas.com/e2studio_download
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インストールの「追加ソフトウェア」で、QE for Display 及び最新版のFSPを選択してください。

インストール済みe²studio から「QE for Display」をダウンロード→イン
ストールは QE for Display [RX] アプリケーションノートの手順をご参照
ください。 「 rx-family-qe-display-rx-application-note 」
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RX65N Envision Kit

https://www.renesas.com/jp/ja/products/microcontrollers-microprocessors/rx-32-bit-performance-efficiency-
mcus/rx65n-envision-kit-rx65n-envision-kit

RX65N Envision Kitの詳細はこちら

マイコン：RX65N MCU（RXv2コア 120 MHz動作）

内蔵ROM：コードフラッシュメモリ：2MB

内蔵RAM：640KB

デバッガI/F：E2 Liteエミュレータ

静電容量性タッチ機能付き4.3インチWQVGA TFTパネル

https://www.renesas.com/jp/ja/products/microcontrollers-microprocessors/rx-32-bit-performance-efficiency-mcus/rx65n-envision-kit-rx65n-envision-kit
https://www.renesas.com/jp/ja/products/microcontrollers-microprocessors/rx-32-bit-performance-efficiency-mcus/rx65n-envision-kit-rx65n-envision-kit
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RX65N Envisionボード用
BSPソースコード作成

TASK-2

QE for Display [RX] のSmart Configuratorを使用して
emWin＋LCD表示に必要なソースコード及び

プロジェクトを作成します。

実行手順：

・Envisionボード用プロジェクト作成
・HEAPメモリ設定
・emWin＋ドライバモジュールの導入
・ビデオバッファアドレスの設定
・タッチパネルドライバ関連の設定
・QE for Displayモジュールの設定

・emWinを導入
・LCDコントローラの導入
・LCDインターフェース設定の確認
・ファイル出力

・emWinの初期設定、ファイル出力
・メモリマップ設定
・プロジェクトビルド確認
・デバッグ設定
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e2StudioのSmart Configuratorを使用してemWin＋
LCD表示に必要なソースコード及びプロジェクトを
作成します。

① e2studio でプロジェクトを作成します。
②「新規 → … → Renesas RX」を選択して、
③ CC-RXコンパイラ用「Renesas CC-RX C/C++ Executable Project」を
選択します。
④ 「次へ(N)>」をクリックします。

1 2

3

4
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①[プロジェクト名(P):]のテキストボックスにプロジェクト名
を入力し、②[次へ(N)>]をクリックします。

1

2

3

エミュレータに
「E2 Lite (RX)」
を選択します。

4

[Target Board:]の選択肢に「 EnvisionKitRX65N 」ボードを
選択してください。
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① [Use Smart Configurator]のチェックボックスにチェックを入れます。
② [次へ(N)>]をクリックします。

1

2

3

4

③ [Bare Metal - Minimal]プロジェクトテンプレートを選択します。
④ [終了(F)]をクリックしてプロジェクトを作成します。
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1

2

① [ボード] グループを選択します。
② ボード名[EnvisionKitRX65N]を確認します。
③ [ボード情報をダウンロードする] をクリックして
ボード情報ファイルは最新版であることを確認します。

「EnvisionKitRX65N」ボードの情報設定ファイルを最新版に設定します

3

4

5

④ ボード情報ファイルは古いバージョンの場合は最新版を選択して
⑤ [ダウンロード]をクリックして最新版を指定します。
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2 3

① [コンポーネント] グループを選択します。
② [r_bsp]コンポーネントを選択します。
③ [Heap size] 項目のメモリサイズを 0x4000 に増やします。
このメモリはRX DRW2Dエンジン用のメモリプールに使用さ
れます。 1



2024年
6月

プロジェクト設定（コンポーネント）：最新版のFITドライバとミドルウエアをダウンロード

emWinスタートアップ・設定ガイド
“QE for Display [RX]”を使用します P.15Copyright 2024 

EmbiTeK Co., Ltd. All rights reserved.

① [コンポーネント追加] ボタンをクリックします。

②ダイアログから[最新版のFITドライバとミドルウエアをダウンロードする]リンクを実行して、 

③、④ [RXファミリーRX Driver Package]の最新版をダウンロードします。

2

1

3

4
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1

2

①コンポーネントの追加ダイアログの[機能]項目に「グラフィック
ス」を選択して、

② 以下のコンポーネントを選択します。
• Drawing 2D engine driver for RX (r_drw2d_rx)
• Graphic Library with Graphical User Interface (r_emwin_rx)
• Graphics LCD Controller Module (r_glcdc_rx) 

③ [終了(F)]ボタンをクリックして選択したコンポーネントを
プロジェクトに追加します。

3
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1

2

3

①コンポーネント設定ウインドウから
「r_emwin_rx」を選択して、
以下の項目を編集します。

② Work area size for GUI = 81920

③ Start address of the
Frame buffer 1 = 0x00800000
Frame buffer 2 = 0x00000100
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emWinでタッチパネルインターフェースに使用するIICチャネルを有効に設定します。

1 2

※Envision RX65NボードのタッチパネルはIICチャネル「CH6」を使用しています。

3
①コンポーネント設定ウインドウから
「r_sci_iic_rx」を選択して、

② MCU supported channels for CH6 = 
Supported

③ [コードの作成] ボタンをクリックして
各コンポーネントのコードを作成します。
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1

2

QE for Display [RX]を起動してLCDインターフェース関連のコンフィグレーション設定を行います

実行手順：
メニューから[Renesas Views]→[Renesas QE] →[LCD ワークフローRX,RA (QE)]コマンドを実行します。
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1

3

① [プロジェクトの選択]をクリックして

② 対象のプロジェク「QEDisp_RX65N_Envision」
を選択します。

③ [GUI 描画ツールの選択]をクリックして

④ GUI 作成ツールに [emWin を使用する] を選択し
ます。

「 LCDワークフローRX,RA(QE)」ワークフローの設定を行います。

2

4
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1

① [LCDコントローラの導入]をクリックして

② 「導入済み」であることを確認します。

2
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1

① [LCDの表示調整]をクリックしてLCDの表示調整設定ダイアログを開きます。

② 「TCON/LCD設定」ボタンをクリックして「ディスプレイ調整RX(QE)」ダイアログを開きます。

2
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1

① [LCDの表示調整]をクリックしてLCDの表
示調整設定ダイアログから

② 「ファイル出力」ボタンをクリックして
LCD関連の設定ファイルを作成します。
・r_lcd_timing.h
・r_image_config.h

2

「 LCDワークフローRX,RA(QE)」ワークフローのLCD設定を完了します。
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① [GUI描画ツールの設定]をクリックしてダイアログから

② 「情報設定」ボタンをクリックして「emWinの設定」ダイアログを開きます。

1

2
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1

2

① [フレームバッファ2アドレス]を「 0x00000100 」に
設定します。
②「OK」ボタンをクリックして設定を保存します。

ビデオフレームバッファ1アドレス：0x00800000
ビデオフレームバッファ2アドレス：0x00000100
emWin用メモリプールサイズ：81920 Bytes
タッチ機能の使用：使用する
マルチタッチ機能：使用しない
（シングルタッチモード）
DRW2D機能：使用する
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① [GUI描画ツールの設定]をクリックしてダイアログから

② 「ファイル出力」ボタンをクリックしてQEコンフィグレーション設定ファイル「qe_emwin_config.h」を作成します。

1

2
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「プロジェクト→プロパティ」メニューコマンドでプロジェクト設定ダイアログを開きます

ビデオフレームバッファ2アドレス「0x00000100～0x0003FD00」に被らないようにメモリ

マップ設定を変更します。

「SU,SI,B_1,R_1,B_2,R_2,B,R」セクションアドレス番地を「0」から「083FC00」に変更します。

セクションコマンド：

1
2

3

5

4

BEXRAM_1,REXRAM_1,BEXRAM_2,REXRAM_2,BEXRAM,REXRAM/0800000,SU,SI,B_1,R_1,B_2,R_2,B,R/083FC00,
PResetPRG,C_1,C_2,C,C$*,D*,W*,L,P/0FFE00000,EXCEPTVECT/0FFFFFF80,RESETVECT/0FFFFFFFC
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「プロジェクト→プロジェクトのビルド」メニューコマンドでプロジェクト

をビルドして結果を確認します。
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「実行→デバッグの構成」メニューコマンドでデバッグ構成ダイアログを開きます。

プロジェクトのGDB Hardware Debugging構成を選択ます。



2024年
6月

プロジェクト設定：デバッグ設定

emWinスタートアップ・設定ガイド
“QE for Display [RX]”を使用します P.31Copyright 2024 

EmbiTeK Co., Ltd. All rights reserved.

1

2
3

① [Debugger] →②[Connection Settings] タブを選択します。

③ 設定項目を確認します。

メイン・クロック・ソース EXTAL

EXTAL 周波数[MHz] 12.0000

接続タイプ JTAG

エミュレーターから電源を供給する いいえ

4 ④ [適用] ボタンをクリックして設定を保存します。
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画面表示の作成
（事前設定）

TASK-3

emWinアプリケーションのスタートアップコードを設定します。
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オプション１ オプション2

GUI描画ツールAppWizardから画面をデザインし
てemWinアプリケーションコードを作成します。

※ AppWizardツールのインストールが必要です。

AppWizardなしでウィジェット及びemWin APIを
使用してGUIアプリケーションを作成して画面を
実装します。

※ 必要なツール（フォント変換、ビットマップ変換ツール
など）はemWinパッケージに含まれています。
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オプション１

方法１： 
「r_emwin_rx → tool」フォルダ下のEXEを実行する

AppWizardツールのインストーラはスマート・コンフィグレータが作成する「r_emwin_rx → tool」フォルダにあります。
AppWizardインストーラ起動方法は2つあります。

方法２：
e2Studio →QE for DisplayからAppWizardインストーラを起動する
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オプション１

AppWizardツールの「File→ Export&Save」コマンドでUI

プロジェクトを作成すると、「aw¥Source」フォルダ下に

GUI初期化ハンドラソースファイル（APPW_MainTask.c）

も作成されます。

エントリハンドラ関数：MainTask()
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オプション１

アプリケーションプログラムのmain()関数からGUIハンドラ「MainTask()関数」を実行します。

extern void MainTask(void);

void main(void);

void main(void)
{

‥‥
MainTask();

}

emWinスタートアップ実装事例：
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オプション2

AppWizardなしでウィジェットおよびemWin APIでGUIアプリケーションは作成可能です。

必要なツール（フォント変換、画像・動画変換ツールなど）はe2Studioから作成する「r_emwin_rx → tool」フォルダ下の
EXEプログラムをご使用ください。

emWin APIで実装するGUIアプリケーションの場合は、
以下のコードをアプリケーションプログラムのmain()関数内に埋め込みます。

#include "GUI.h“
#include "Dialog.h"

void main(void) {
  // your codes...
  GUI_Init();
  …
  while (1) {
      …
     GUI_Delay(1);
  }
}

emWinヘッダ定義

GUIライブラリの初期化

emWinウインドウマネジャ
処理の実行
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オプション2

100種を超えるemWin APIサンプルアプリケーション・ソースコードを提供しています。

● オンラインデモサンプル（ emWin API用 ）：
https://wiki.segger.com/emWin_Examples

https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_Tutorials_EXE

● Windows PC環境で実行できるデモサンプル（ emWin API用 ）：

● チュートリアル・デモサンプルソースコード（ emWin API用 ）：

https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_Tutorials_SRC

https://wiki.segger.com/emWin_Examples
https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_Tutorials_EXE
https://www.segger.com/downloads/emwin/emWin_Tutorials_SRC
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• RX65N Envision Kitの詳細
https://www.renesas.com/jp/ja/products/microcontrollers-microprocessors/rx-32-bit-performance-efficiency-
mcus/rx65n-envision-kit-rx65n-envision-kit

• RX65N / RX72N Envision Kit用emWinスタートアップガイド（PDF）
https://www.embitek.co.jp/technote/emwin/StartupGuide_emWin_EnvisionKit.pdf

• RXファミリ QE for Display [RX] アプリケーションノート
https://www.renesas.com/jp/ja/document/apn/rx-family-qe-display-rx-application-note

• emWinユーザガイド（オンライン）
https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html

• AppWizardユーザガイド（オンライン）
https://www.segger.com/doc/UM03003_AppWizard.html

https://www.renesas.com/jp/ja/products/microcontrollers-microprocessors/rx-32-bit-performance-efficiency-mcus/rx65n-envision-kit-rx65n-envision-kit
https://www.renesas.com/jp/ja/products/microcontrollers-microprocessors/rx-32-bit-performance-efficiency-mcus/rx65n-envision-kit-rx65n-envision-kit
https://www.embitek.co.jp/technote/emwin/StartupGuide_emWin_EnvisionKit.pdf
https://www.renesas.com/jp/ja/document/apn/rx-family-qe-display-rx-application-note
https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html
https://www.segger.com/doc/UM03003_AppWizard.html
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お気軽に以下窓口へお問い合わせください。

株式会社エンビテック
代理店販売（デバッガ、RTOS、GUI、ミドルウエア）

TEL: 03-6240-2655 / FAX: 03-6240-2656
E-mail：sales@embitek.co.jp
https://www.embitek.co.jp

OEM版emWinライブラリパッケージをご利用の
ユーザー様がソース付きのemWin PROパッケージへ
割引価格でアップグレード可能です。

※ ライセンス製品価格・割引率は、サポート窓口対応や諸条件、
為替相場により提示価格が変動する場合があります。

ソースアップグレードのメリット：
 ソース付きプロジェクトでGUIアプリケーションのデバッグ

操作が簡単
 ソースを参考に新しいウィジェット作成可能
 emWinライブラリの最適化はさらにチューニング可能
 お困りの際に技術サポートへの問い合わせ可能

ソースパッケージアップグレードのご案内

emWinスタートアップ・設定ガイド
“QE for Display [RX]”を使用します P.40Copyright 2024 

EmbiTeK Co., Ltd. All rights reserved.

mailto:sales@embitek.co.jp

	emWin for RX�QEスタートアップ・設定ガイド
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	事前準備：開発環境のダウンロード
	事前準備：開発環境のインストール
	RX評価ボードについて
	スライド番号 8
	Envisionボード用プロジェクト作成
	プロジェクト作成：プロジェクト名、ボード名設定
	プロジェクト作成：ボード名、Configurator設定
	プロジェクト作成：スマート・コンフィグレータを開きます
	プロジェクト設定：スマート・コンフィグレータ設定（ボード情報）
	プロジェクト設定：スマート・コンフィグレータ設定（ DRW2Dエンジン用HEAPメモリ）
	プロジェクト設定（コンポーネント）：最新版のFITドライバとミドルウエアをダウンロード
	プロジェクト設定（コンポーネント）：emWin＋ドライバモジュールの導入
	プロジェクト設定（コンポーネント）：emWinモジュールの設定
	プロジェクト設定（コンポーネント）： I2Cドライバの設定（タッチパネルI/F用）
	プロジェクト設定：LCDインターフェース（QE for Display）
	プロジェクト設定：LCDインターフェース（QE for Display）
	プロジェクト設定：LCDインターフェース（QE for Display）
	プロジェクト設定：LCDインターフェース（QE for Display）
	プロジェクト設定：LCDインターフェース設定内容を確認します
	プロジェクト設定： LCDインターフェース（QE for Display）
	プロジェクト設定：GUI描画ツールの設定（emWinの初期設定）
	プロジェクト設定：emWinの設定（初期設定）
	プロジェクト設定：GUI描画ツールの設定（emWin設定）
	プロジェクト設定：リンカーマップのビルド設定
	プロジェクト設定：ビルドを確認します
	プロジェクト設定：デバッグ設定
	プロジェクト設定：デバッグ設定
	スライド番号 32
	画面表示の作成：emWin UI 作成方法
	AppWizardから画面作成：事前設定
	AppWizardから画面作成：emWinスタートアップコード
	AppWizardから画面作成：emWinスタートアップコード
	AppWizardなしでemWin APIで画面作成： スタートアップコード
	emWin APIで画面作成：サンプルアプリケーション
	関連ドキュメント・参考資料
	スライド番号 40

